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明
け
ま
し
て

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
セ
ン

タ
ー
活
動
へ
の

ご
協
力
を
賜
り

心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

発
注
者
の
皆

様
に
は
、
セ
ン

タ
ー
活
動
に
温

か
い
ご
支
援
を

下
さ
る
と
と
も

に
、
変
わ
ら
ぬ

お
引
き
立
て
を

頂
き
ま
し
た
。
新
春
を
迎
え

る
に
当
た
り
ま
し
て
、
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
◇
◇
◇

　

人
生
百
年
時
代
。
私
た
ち

セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
の
皆
様

が
地
域
社
会
で
元
気
に
生
き

て
い
く
た
め
の
「
居
場
所
」

と
「
出
番
」
づ
く
り
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
を

心
豊
か
に
過
ご
す
た
め
に

も
、
単
に
働
き
稼
ぐ
た
め
の

「
場
」
以
上
に
、
活
動
の
場

が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
く

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
◇
◇
◇

　

今
年
は
、
セ
ン
タ
ー
設
立

か
ら
四
十
五
年
を
迎
え
ま
す
。

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」「
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
」
と
大
き

な
環
境
変
化
が
続
き
ま
す
。

◇
◇
◇
◇

　

会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
ご

発
注
者
の
方
々
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
変

化
の
波
を
的
確
に
捉
え
て
乗

り
越
え
、
求
め
ら
れ
る
セ
ン

タ
ー
づ
く
り
に
向
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
、

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

変化の波を乗り越えて
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第
21
回
リ
ー
ダ
ー
研
修
・

交
流
会
が
令
和
６
年
10
月
23

日
、
新
座
市
民
会
館
で
開
か
れ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
、３

年
度
は
研
修
会
も
交
流
会
も
中

止
と
な
り
、
４
、５
年
度
は
研

修
会
の
み
の
開
催
と
な
っ
た
た

め
、
交
流
会
ま
で
セ
ッ
ト
で
開

か
れ
た
の
は
５
年
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

ホ
ー
ル
で
の
研
修
会
に
は
、

役
員
と
各
委
員
会
、
地
区
、
職

群
班
、
親
睦
会
か
ら
約
１
２
０

人
が
参
加
。
女
子
栄
養
大
学

の
新
開
省
二
教
授
が
「
フ
レ

イ
ル
予
防
で
健
康
長
寿
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。
高
齢
期

の
生
活
機
能
低
下
か
ら
く
る

フ
レ
イ
ル
に
参
加
者
の
関
心

は
高
く
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

会
議
室
に
移
っ
て
の
交
流
会

に
は
約
60
人
が
参
加
。
講
演
で

紹
介
さ
れ
た
フ
レ
イ
ル
予
防
の

10
食
品
群
の
頭
文
字
を
並
べ
た

合
言
葉「
さ
あ
に
ぎ
や
か（
に
）

い
た
だ
く
」
を
、
福
島
和
男
理

事
長
が
早
速
引
用
し
て
あ
い
さ

つ
。
一
気
に
会
場
が
和
み
、
参

加
者
は
卓
上
の
酒
肴
に
手
を
伸

ば
し
な
が
ら
歓
談
し
た
。
ち
な

み
に
食
品
群
は
▽
魚
▽
脂
▽
肉

▽
牛
乳
▽
野
菜
▽
海
藻
▽
芋
▽

卵
▽
大
豆
製
品
▽
果
物
。

（
梁
川
）

　

令
和
６
年
10
月
28
日
・
29
日

の
２
日
間
、
セ
ン
タ
ー
会
議
室

に
於
い
て
、
研
修
会
が
開
か
れ

た
。

　

初
日
は
宮
内
康
二
先
生
を
講

師
に
迎
え
、
午
前
中
は
「
制
度

開
始
か
ら
現
在
ま
で
の
変
遷
」

と
し
て
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
事
件
や
法
改
正
を
取

り
上
げ
制
度
の
歩
み
を
時
系
列

に
詳
し
い
説
明
が
お
こ
な
わ
れ

た
。

　

午
後
か
ら
「
実
例
に
見
る
成

年
後
見
の
制
度
の
裏
事
情
」
と

題
し
て
、
制
度
の
理
想
と
現

実
・
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
浮
き
彫
り
に
し
た
講
話
に
な

り
、
受
講
者
に
怒
り
、
驚
愕
、

共
感
な
ど
、
感
情
を
揺
さ
ぶ
る

シ
ー
ン
が
続
い
た
。

　

２
日
目
午
前
中
は
斎
藤
眞
由

美
先
生
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

予
め
受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
疑
問
・
質
問
に
答
え
る
形

で
復
習
を
兼
ね
、
制
度
運
営
の

前
向
き
な
重
要
性
に
言
及
さ
れ

た
。

　

午
後
か
ら
斎
藤
先
生
を
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
同
席
し
て
頂

き
、
成
年
後
見
委
員
会
の
メ
ン

リ
ー
ダ
ー
研
修

・
交
流
会

後
見
人
養
成
講
座

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

バ
ー
か
ら
の
活
動
報
告
が
行
わ

れ
た
。
煩
雑
な
事
務
方
の
業
務

は
重
要
で
あ
る
が
、
目
に
見
え

な
い
被
後
見
人
と
の
や
り
取
り

が
披
露
さ
れ
た
。
一
つ
の
案
件

を
複
数
の
担
当
者
が
リ
レ
ー
方

式
で
継
続
し
て
い
く
の
は
法
人

後
見
人
の
最
大
の
強
み
で
あ
る

が
、
発
表
者
の
実
体
験
に
基
づ

く
、
語
り
口
は
感
動
的
で
あ
っ

た
。

　

一
口
に
相
談
と
云
う
が
、
そ

の
奥
に
努
力
や
情
熱
を
持
続
し
、

多
く
の
事
例
を
知
る
事
に
よ
っ

て
の
み
良
き
後
見
人
・
良
き
相

談
者
に
な
れ
る
と
の
思
い
を
新

た
に
し
た
。
受
講
者
の
心
を
揺

さ
ぶ
る
２
日
間
の
研
修
で
あ
っ

た
。                 （
太
刀
川
）

講師の宮内康二 氏

齋藤眞由美 氏

研修会で講演する新開省二・女子栄養大教授

交流会場で歓談する来賓の並木傑・新座市長（左から２人目）
と福島和男理事長（同３人目）

委員会

トピックス
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　学校を卒業してから陸上自衛隊に入隊、横須賀から各地を転勤し沖縄を経て市ヶ谷。54歳・
3 等陸尉で定年退職、その後 7 年間警務官として総理官邸勤務をへて民間の銀座賞状センタ
ーに入社されたそうです。驚きは、兄弟の皆さんが自衛隊勤務だそうです。お兄さんが陸上
で、弟さんが海上。そして弟さんの二人のお子さんは防衛大を出て今は海上と航空の幹部だ
そうです。ここまでお聞きして体格が良いのに合点がいきました。
　ご本人は「書道家」でもあります。「書」は家系だそうで小さい頃からお好きで、市ヶ谷
勤務の時にサークルの先生に付き本格的に書道を始められたそうです。今は「日本書道教育
学会」の会員で、シルバー事務局を始め多方面から「筆耕」をお願いされているそうです。
因みに奥様もシルバーの会員です。
　もう一つの特技は尺八の演奏です。沖縄勤務の時にサークルが有り、その時の指導の先生
に勧められ昭和52年に「日本尺八連盟」に入会。とんとん拍子に59年には「皆伝」（免許皆伝）
となり、平成９年には「大師範」に上り詰め、竹号は「加納空山」。演奏会は都内及び近郊
で毎年行っています。奥様との出会いは、市ヶ谷勤務の時に宮城道雄邦楽の会でお知り合い
になり、本人曰く「現地調達」だそうです。
　普段は週 2 回バドミントンのサークルで汗を流し、時には友人たちとカラオケをしているそ
うです。また「仏教」に大変詳しく、真言宗の信者でもいらっしゃいます。真言「おん・あ・び・
ら・うん・けん」と唱えると病が治るし成仏もするそうで、これが最大の長生きの秘訣のよう
です。人との会話を楽しみ、そしてストレスを貯めない事も大事だそうです。（館）

加
か の う

納　均
ひとし

さん

茨城県稲敷市出身／昭和23年
７月９日生まれ・76歳
野火止８丁目在住
平成26年５月30日　新座市シ
ルバー人材センター入会
筆耕・１級賞状技法士／尺
八・竹帥（社団法人日本尺八
連盟）

尺八の大師範免状を持つ加納さん

邦楽連盟の演奏会にて（左が本人）。演目（めくり）は加納さんの筆

輝くシニア
の時代

--尺八に書道、スポーツ・・・・八面六臂の活躍 --
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︲︲ 27地区の新堀小学校農園応援団︲︲
　新座市立新堀小学校（児童数約450人）の体育館の裏で、地元第27地区の有志約15人でつ
くる「楽農会」が野菜を育て、児童や父母たちと収穫を楽しんで交流している。「地域とと
もにある学校」を掲げる若林寿校長が、着任した2022年から進める「学校応援団」活動の第
１号で、地区の会員が下校時に続けている児童見守り活動が基礎になった。
　27地区（西丸弘次地区長）の見守り活動は熱心で、毎週水曜の午後２時半から１時間、新
堀の３カ所に２人ずつが立つ。新任の若林校長が見守り活動のお礼などを言うために地区長
と地区委員の会議を訪れて話す中で、体育館の裏にあって使われずに荒れてしまったビオト
ープの土地で畑がやれないかという話になった。見守る地域の人たちと子どもたちがつなが
る居場所づくり、活動の拠点にという構想だ。
　数年前から新座市シルバー人材センターの裏の畑を借りて農作業をやっていた地区委員の
塚田友徳さんは「それはいい、と応じました」。新堀小の用務員だった今野孝昭さんが会長、
塚田さんが副会長になり、楽農会が発足した。
　しかし、ビオトープの一画は草が伸び放題で素人では手が付けられない状態。そこで若林
校長が市教委に頼んで業者が整地し、2023年春に最初の作物のイチゴを植えた。
　楽農会のメンバーは毎週月曜朝９時に、この「新堀小ファーム」に集まる。その日は「楽
農会をやっている」と校内放送があり、子どもたちは少し長い休み時間にファームに飛んで
くる。作業指導の瓶子信一郎さんら４人は新堀小の用務員で、日々の手入れもぬかりはない。
育てた野菜は無農薬で、ニンジン、ミニ大根、ほうれん草、トマト、玉ねぎ、ナスなどにぎ
やか。月1,000円の会費を運営に充てる。
　会の顧問の小池昇さんは「有志何人かで始めた、校長との共同制作。短い間に児童を交えて
玉ねぎを採ったりイモを掘らせたりできるようになった」と感慨深げ。塚田さんは「私たちは作
る楽しみ、子どもたちは採る楽しみ。楽農会は今の私にとって生き甲斐です」と話した。（梁川）

  会員の皆様に

  元気を
 お届けします

2024年 6月、父母らも参加したジャガイモ掘りの
後に記念撮影（楽農会提供）

新堀小ファームで作物を見る（左から）塚田友徳
副会長、若林寿校長、小池昇顧問、古内恒雄名誉
会長、瓶子信一郎作業指導 2024年5月、ミニ大根を全部採った（楽農会提供）



ゆうゆう通信 −　−6令和 7年1月15日（第122号）
令和  年  月  日（第  号） ゆうゆう通信 

４段組レイアウト用紙 【文字数 15文字】【行数 29行】【小見出し２行取り】 

 

センター名 電話番号 担当地区 

東部第一高齢者相談センター ０４８－４８０－５８５３ 池田・道場・片山・野寺 

東部第二高齢者相談センター ０４８－４８０－７８０８ 畑中・馬場・栄・新塚 

西部高齢者相談センター ０４８－４７７－１７０７ 本多・あたご・菅沢・野火止１～４丁目 

西堀・新堀高齢者相談センター ０４２－４９７－８１０６ 西堀・新堀 

南部高齢者相談センター ０４８－４８７－８２６３ 石神・堀ノ内・栗原 

北部第一高齢者相談センター ０４８－４８６－５０１１ 東北・東 

野火止五～八丁目高齢者相談センター ０４８－４８５－８９３６ 野火止５～８丁目 

北部第二高齢者相談センター ０４８－４８５－８５８７ 中野・大和田・新座・北野 

高齢者の皆様の心身の状態や介護度

に合わせた介護予防の取組を紹介し

たり、介護サービス利用の支援を行

います。 

新・健康

ニュース 

高齢者に関する相談は、お近くの高齢者相談センターへ 

新座市介護保険課介護予防係 

高齢者相談センターは、高齢者の皆様が住み慣れた地域で、自分らしい生活を続けられるように、

介護・福祉・保健・医療など、様々な面で支援を行うための総合相談機関です。保健師（経験のある看

護師）、社会福祉士、主任ケアマネジャーなどがそれぞれの専門分野を活かして支援を行っています。 

「妻の物忘れが多くなってきた…これって認知症？」、「顔見知りの〇〇さん、最近姿を見ていない

けど元気かな…」などお近くの方が心配になった時には、お住いの地域を担当する高齢者相談センタ

ーにお気軽にご相談ください。 

高齢者相談センター（地域包括支援センター）とは 

高齢者相談センターの４つの役割 

さまざまな相談ごと 

（総合相談支援） 

高齢者の皆様やご家族、地域の方か

らの相談やお悩みにお応えし、情報

提供や必要なサービスなどへの橋渡

しを行います。 

介護や健康のこと 

（介護予防ケアマネジメント） 

権利を守ること 

（権利擁護） 

暮らしやすい地域のために 

（包括的・継続的ケアマネジメント支援） 

地域のケアマネジャーや関係機関と

連携・協力し、暮らしやすい地域に

するための体制づくりを行います。 

高齢者相談センター一覧 

虐待や悪質な訪問販売などの被害を

防止するための取組や、財産管理が難

しくなった際の支援を行います。 

新・健康
ニュース

高齢者に関する相談は、お近くの高齢者相談センターへ
新座市介護保険課介護予防係

お住まいの地域を担当する高齢者相談センタ
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「思い出に残る食べ物は？」

次回は「救急車体験談？」をテーマに大募集します。気楽に、異論・暴論・呆言をお寄せください。

▶空腹少年の記憶に残った鯨肉◀
　学校給食の ｢鯨の竜田揚げ｣ を直ぐに思い出す。戦
後直ぐの給食を色々言うが、子供のためにと考えられ
たメニューだったと思う。肉がたくさんあり、からっ
と揚げたおかずは秀逸で、一番人気だった。あとはコ
ッペパンと脱脂粉乳。当時はこれで充分充分。
　大人になると高度成長の大波にのり、贅沢にお金を
使わせてもらった。相手もタメライナク接待の席に。
ステーキハウス、ホテルダイニングルームと色々食べ
歩いたが、やはり一番は自腹だ！転勤で出かけた新潟。
老舗ホテルの“イタリア軒”そこで出会ったペッパー
まみれのサイコロステーキ。これが秀逸だった。

(肉料理がイチバンの男　北野84歳）

▶10人の大家族で手作りラーメン◀
　父がニワトリで鶏ガラを作る。麺は母の手作り。小
学生時代の夕食の楽しみでした。
　学校から帰ると鶏ガラスープを作る母が台所にいた。
(やったーっ、夕食はラーメンだっ！ )　私は手を洗い、
骨に肉が少々ついた湯気の出ている鶏がらにむしゃぶ
りつく。もうお腹が満腹になった気がする。
　夕食は10人の大家族でした。お祭りの日には兄の
友達が数人来て、ラーメン昼食でにぎわいました。今
でもときどき子供と(このときの光景を)話しています。
母に感謝です。
  （孤独のグルメより賑わう食卓が好き　野火止75歳女）

▶一杯のかけそば◀
　運動クラブでへとへとになるまでしごかれた高校時
代、帰る頃には必ずいい匂いが漂ってきた。体育館と
教室のつなぎ廊下辺りにあった立ち食い蕎麦屋である。
定時制高校生の為に設けられていたのだが、昼間の生
徒も運が良ければありつけた。というのも時間に限り
があり、蕎麦の数に限りがあったからである。クラブ
が終わると、長い廊下を全力疾走で蕎麦屋のカウンタ
ーに駆け込み、夏も冬も一杯15円のかけそばにあり
ついたものだった。蕎麦にありつけなかった時は、あ
の甘みのある醤油のにおいが腹ペコの若者には地獄の
ニオイとなった。立ち食いそば屋の前で今でもふと思
い出す。　(甘い汁を嗅ぎ分けて来た男　野火止77歳)

▶駅の立売り「かしわめし」に郷愁◀
　私は福岡(北九州)出身です。50代後半にこちらに来
て10年、故郷の味は忘れられず、取り寄せして頂くこ
とも多いです。その一つにかしわ(鶏)めしがあります。
味御飯をしいた上に、かしわの煮物・海苔・錦糸卵を
斜めにかけてあるシンプルなお弁当です。鹿児島本線
小倉駅から20分ほど下った所に折尾駅があります。こ
じんまりした駅のホームで ｢かしわめし♫」と元気に
売り歩くおじさんがいます。昔から木箱に入れたかし
わめしを売る姿は今でも続いているとネットで知りま
した。頑張っているなあー。懐かしさと共に元気をも
らえる思いがします。食べ物って心と体の糧ですね。

（風物を味わう女　野火止71歳）

▶マムシ丼（通称「マムドン」）◀
　熱々のご飯を盛った白い丼ぶり鉢に、３cm幅くら
いの鰻が３切れほど。一口噛むと甘辛い汁が口いっぱ
いに広がる。さらに食べ進めると２切れの鰻が出てく
る。歩いて10分ほどの、法善寺横丁か千日前あたり
の小さな店だったと思う。今の鰻重とは比べ物になら
ない庶民の味。甘辛のつゆが混ざったごはんが大好き
で、一粒も残さず食べた。この鰻丼をなぜかマムシ丼
と読んでいた。そのためか、かなりの間マムシのこと
を蛇ではなくて鰻だと勘違いしていて、友人に大笑い
されたこともある。今も鰻は大好きで、たれを味見し
ながら作り中国産の鰻をさっと煮てご飯にのせる。大
阪はええとこやったなあ‼いや、ほんまに。

（マムドン大好き女　大和田82歳）

    ▶ふるさと越後の柿の味◀
　新潟県中越の田舎は豪雪地、60年以上も昔の事だ
が、藁葺き屋根の母屋と蔵がある実家の敷地に３本の
柿の木があった。１本は渋柿で干し柿として食べた。
他の２本は渋柿の木に接ぎ木名人のお父が甘柿を接ぎ
木した。子供の頃、木登り名人の私は学校から帰ると
木に登り、実った柿を木の上で得意げに食べていたも
のである。木は雪の重みで下に枝は無い。実は上から一
度落下して気絶した事がある。それ以来学業成績が落
ちたような気がしている。今は家の建て直し時に２本
伐採したが、１本は残っている。近くの農家の柿の実が
成っているのを見ると遠い昔の懐かしい絵が浮かんで
くる。（気になる気になる木ですから 野火止74歳男）
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　会員の皆さんのこれまでの人生で、心に残った経
験や作品や１シーンなどをご紹介ください。ジャン
ルは問いません。約380字と写真やイラストです。

〝日本のゴーギャン〟田中一村の絵に鳥肌
　孤高の画家「田中一村」の生涯を振り返る大回顧展が
東京都美術館で昨年の９月19日～ 12月1日に開催され
た。年々人気も高まり、今回も連日長蛇の列。

　幼少の頃から神童と言われて日本
画の才能を発揮。後援者もいて作品
も売れていたが、画壇には馴染めず、
50歳の時に奄美にわたる。働きなが
らひたすら写生し絵を描き、無名の
まま69歳で病死する。没後、奄美の
自然を独特の画風で描いた日本画30
点がNHK日曜美術館で取り上げられ、
脚光を浴びた。40年前、私は ｢不食芋
と蘇鐵｣（くわずいもとそてつ）「ア
ダンと海辺」などTVで知り、大胆な
構図、色彩に鳥肌が立った。

　この最晩年の大作２枚に彼はこう書き残している。「こ
の作品は売りません。命を削って描いた、閻魔様えの土
産ものです」

「シビル・ウォー アメリカ最後の日」
　原題はCIVIL WAR。The Civil Warは南北戦争のこ
とだが、このcivil war(内戦)は現代の話。昨年は大統領
選挙を前に２大政党の支持勢力が激しく対立した。４年
前はトランプが敗北を認めず、群衆による連邦議会襲
撃事件まで起きていたの
で、この映画がアメリカ
では切迫感があったよう
だ。脚本・監督はイギリス
人のアレックス・ガーラ
ンド。映画は憲法を改正
した３期目の大統領の演説から始まるが、既に19の州が
連邦から離脱し、カリフォルニアとテキサスの同盟軍中
心の西部勢力が大統領の政府軍を追い詰めている。この
中を４人のジャーナリストチームが大統領を取材しよう
とニューヨークからワシントンDCまで行く。政府軍は
敗れ、大統領は最後にジャーナリストにDon’t kill me, 
please.と言ったあと射殺される。スクリーンはIMAX
レーザーによる鮮やかな色彩とサウンドの効果で、登場
人物たちと一緒に画面の中を進んでいく錯覚に陥った。

　血潮の城壁に汗まみれの組み石職人あり
　とりわけて興味がある訳ではなかったが、このところ
古城を見る機会があった。学生時代を城のある町で過ご
したが、｢ああ、城があったね｣ といった認識しかなか
った。仕事で行った大阪城も旅行で見た広島城も盛岡城
も秀吉の一夜城跡も風
景の中に溶け込んで通
過したに過ぎなかった。
　昨年夏に所用があっ
て会津若松市を訪ね、
鶴ヶ城を見学した。明
治維新の ｢最後の砦｣ となった血なまぐさい悲惨な城く
らいにしか思っていなかったのだが、その歴史の深さも
さることながら石垣の組み石技術に目を見張った。あの
巨大な自然石を組み上げた石垣は美術品のように美しく、
血にまみれた歴史の表舞台だけではなく、汗にまみれて
石積みを強いられた人々がいたことに感銘を受けた。
　帰途、隣市の白河市小峰城にも立ち寄り同じ想いを抱
いた。

（野火止７丁目　大島直次）

Movie （野火止 7 丁目　O.M.）

Stone Walls

Exhibition

料理店でひとめ惚れ
　私とペーパークラフトとの出会いは若い頃、安曇野に
行った料理店で食事をした時です。テーブルの上にさり
げなく置かれていたお箸置き、お箸袋、爪楊枝入れに目

を惹かれました。
　手に取ってみ
るとお箸袋のカ
バーでした。
　とても美しい
両面の折り紙で
丁寧に折ってあ
り「これは作っ
てみたい！」と

思いましたが、ちょっと難しそうな感じでした。お箸袋
の裏に図説があったので貰って帰り、綺麗な包装紙や折
り紙を集め夢中になって折っていたらどんどん増えてき
て、今では友人や親戚にプレゼントしています。その時
の笑顔が嬉しくて、せっせと楽しみながら今（81歳）で
も作り続けています。

Paper craft （野火止１丁目　松本民江）

（大和田 5 丁目　石井修）
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大
阪
市
と
神
戸
市
に
近
い
伊

丹
市
が
私
の
生
ま
れ
故
郷
で
、

田
園
風
景
の
広
が
る
素
朴
な
田

舎
町
で
す
。

　

伊
丹
市
の
東
側
に
猪
名
川
、

西
側
に
武
庫
川
が
あ
り
、
猪
名

川
で
川
遊
び
、
ウ
ナ
ギ
取
り
や

川
辺
の
竹
や
ぶ
で
の
蛍
狩
り
な

ど
、
日
の
暮
れ
る
の
を
忘
れ
て

遊
び
惚
け
て
親
を
心
配
さ
せ
ま

し
た
。

　

特
に
戦
国
武
将
の
荒
木

村
重
と
の
関
係
が
深
い
猪

名
野
神
社
で
は
鬼
ご
っ
こ

や
、
約
３
０
０
０
坪
も
あ

る
境
内
の
神
社
を
３
～
４

周
の
駆
け
っ
こ
な
ど
、
本

当
に
自
由
奔
放
な
子
供
時

代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
伊
丹
市
は
隈
研

吾
氏
が
設
計
し
た
新
市
役

所
が
あ
り
、
大
阪
市
と
神

戸
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化

で
非
常
に
人
気
の
あ
る
町

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

猪
名
野
神
社
の
境
内
な

ど
は
あ
ま
り
変
化
が
な
い

と
の
話
が
あ
る
も
の
の
、

猪
名
川
の
河
川
敷
な
ど
は

開
発
が
進
み
住
宅
化
が
進

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

子
供
時
代
の
楽
し
い
思
い
出

の
地
域
が
町
の
発
展
と
と
も
に

無
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
非

　

私
の
友
人
夫
妻
と
私
た
ち
夫

婦
４
人
で
知
り
合
い
が
い
る
ド

イ
ツ
に
旅
行
し
た
時
の
こ
と
で

す
。
ダ
ッ
ハ
ウ
に
ベ
ー
ス
を
決

め
て
そ
の
他
の
予
定
は
一
切
決

め
な
い
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
空
港

に
降
り
立
ち
、
タ
ク
シ
ー
で
ダ

ッ
ハ
ウ
に
向
か
っ
た
。

　

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
走
っ
て
い

る
時
、
こ
の
タ
ク
シ
ー
で
最
高

ど
の
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
が
出

る
の
か
ド
ラ
イ
バ
ー
に
聞
い
た
。

　

す
る
と
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
お
も
む
ろ
に
ギ
ア

チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
。
車

は
滑
る
よ
う
に
ぐ
ん

ぐ
ん
と
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
て
、
メ
ー
タ
ー
は

２
０
０
㎞
を
超
え
て
い

た
。
乗
っ
て
い
た
我
々

は
沈
黙
し
て
、
固
ま
っ

た
ま
ま
だ
っ
た
。

　

わ
ず
か
15
分
位
で
ホ

テ
ル
の
玄
関
に
ピ
タ
ッ

と
止
ま
っ
た
。
ド
ア
を

開
け
て
く
れ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
は
、
に
っ
こ
り
微

笑
ん
で
「
良
い
旅
を
」

と
言
っ
た
。
皆
は
、
膝

が
ガ
ク
ガ
ク
し
て
い
た
。

　

こ
れ
を
皮
切
り
に
、
７
週
間
、

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
失
敗
や
、

心
温
ま
る
体
験
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

私
た
ち
が
訪
れ
た
時
期
は
５

常
に
寂
し
い
気
が
い
た
し
ま
す

が
、
伊
丹
市
が
発
展
し
て
行
く

こ
と
は
私
と
し
て
は
う
れ
し
く

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

月
～
７
月
、
街
に
は
マ
ロ
ニ
エ

の
花
が
咲
き
、
麦
畑
は
麦
秋
の

時
で
一
面
黄
色
の
世
界
。
店
先

に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
や

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
が
出
て
お

り
、
民
宿
で
自
炊
の
時
に
食
べ

た
が
、
美
味
し
く
て
や
み
つ
き

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ラ
イ
ン
川
沿
い
の
ホ
テ
ル
の

そ
ば
に
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
り
、

試
飲
コ
ー
ナ
ー
で
男
性
達
は
、

夜
遅
く
ま
で
し
た
た
か
に
飲
ん

で
い
た
。
特
に
イ
チ
ゴ
ワ
イ
ン

が
美
味
し
か
っ
た
と
か
。

猪名野神社の境内

ミュンヘン空港からアウトバーンを疾走

木彫りの街ミッテンヴァルド・ヴァイオリン工房にて。右端が筆者

私
の
ふ
る
さ
と

自
由
奔
放
な
子
供
時
代
を
過
ご
し
た
伊
丹
市

畑
中
1
丁
目　

綿
引　

孝
之

我
が
忘
れ
得
ぬ
旅

2
0
0
キ
ロ
超
で
走
る
タ
ク
シ
ー
に
膝
が
ガ
ク
ガ
ク

東
2
丁
目　

小
泉
悦
子
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再発見！美しき新座写真展 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒塀の舞台に競う蔦もみじ 

舘内 實 

冬晴や威風堂々高野槙 

稲葉 敏子 

寝ることと喰うこと励む大暑かな 

北川 圭吾 

秋夕焼け飛行機雲の一文字 

井上 百合子 

幅広い方からの応募をいただく初めての写真展でしたが、今回新しい部門を創設しました。 

それは俳句と写真の世界を融合させた「俳画写真」です。 昔から俳句に挿絵を描くとか、 

文人画などに俳句を賛するのは文人、墨客間のエール交換として存在しました。 

まだ始めたばかりですが、次回以降の変容が楽しみな分野です。 

今号では何点かを紹介いたします。   俳句と写真がお互いを際立たせますね！  

新部門  俳画写真 

 

鳥
渡
る
こ
つ
ん
こ
つ
ん
と
試
歩
の
杖 

黒
山 

茂
英
（
応
募
後
永
眠
） 

ご
存
じ
で
し
た
か
？ 

俳
画
と
い
う
も
の
を 

新部門　俳画写真
今年の作品募集がそろそろ始まります。単写真は受け付けてみないと、どの様な方が、どんな写真で

参加されるかがなかなか分かりません。ギリギリまで撮り続ける方もいます。
その点、俳画写真になると、ある程度判明します。
今年はやはり昨年の倍近いものが応募されています。

色々な句と写真の組み合わせ。この俳句にこの写真で良いのか？など二度目の苦吟です。
考えた末に未提出の作品をご覧下さい。作者の気持ちが分かりますね。

俳
句
と
し
て
も
写
真
と
の
対
話
も
充
分
に
成
り
立
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
。
推
敲
の
結
果
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

- 40 -

自
分
と
は
何
か
分
か
ら
ず
老
い
の
秋 
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　新
年
明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

会
員
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

親
睦
会
は
平
成
５
年
設
立
以
来

32
年
に
な
り
ま
す
。
永
き
に
わ
た

り
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
先
輩
の

方
々
の
努
力
の
賜
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
は
巳
年
で
す
。
脱
皮
す
る

事
で
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
れ
る
、

お
金
に
こ
ま
ら
な
い
事
や
、
成
功

し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
今
年
は
前
進

あ
る
の
み
と
考
え
ま
す
。
あ
な
た

は
ど
う
で
す
か
？

　

令
和
７
年
の
親
睦
会
は
、
事
業

が
目
白
お
し
で
す
。

●
新
春
の
集
い

　

令
和
７
年
１
月
26
日
（
日
）
は 後藤会長

旅行の食事 館山の「磯料理」

大仏前で集合写真

テニスサークルのメンバー

　
寒
さ
に
負
け
ず
今
年
も
頑
張
ろ
う

親
睦
会
会
長　

後
藤　

勝
義

▼
親
睦
会
だ
よ
り
▲

サ
ー
ク
ル
紹
介

硬
式
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル

「
シ
ル
セ
ン
」

新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
の
共
催
。
親
睦
会
は
第
二
部
担

当
で
、
豪
華
な
お
土
産
・
恒
例
の

福
引
大
会
・
交
流
会
で
す
。
コ
ロ

ナ
で
五
年
間
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
今
回
は
開
催
し
ま
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

●
親
睦
会
２
回
目
文
化
祭
開
催

　

令
和
７
年
２
月
16
日
（
日
）
ふ

る
さ
と
新
座
館
ホ
ー
ル
及
び
軽
体

育
室
＝
昨
年
狭
い
と
の
指
摘
あ
り

倍
の
広
さ
を
確
保
し
ま
し
た
。

●
ス
マ
ホ
講
座 

第
３
回
目

　

令
和
７
年
１
月
22
日
（
水
）
と

今
年
に
入
り
２
ヶ
月
で
３
事
業
も

あ
り
ま
す
。

　

親
睦
会
は
皆
さ
ん
の
「
絆
を
深

め
癒
や
さ
れ
る
場
」
と
な
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
４
日
（
月
）
39
名
・
５

日
（
火
）
38
名
計
77
名
の
参
加
で
、

親
睦
会
秋
の
日
帰
り
旅
行
が
行
わ

れ
ま
し
た
。朝
７
時
半
に
は
全
員
集

合
し
、定
刻
通
り
新
座
を
出
発
、房

総
半
島
の
鋸
山
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

４
日
は
、
天
気
も
良
く
朝
の
渋

滞
も
な
く
順
調
に
進
ん
だ
よ
う
で

す
が
、
５
日
は
曇
天
で
交
通
渋
滞

も
あ
り
予
定
を
変
更
。
最
初
に
小

泉
酒
造
に
寄
り
、
お
酒
の
で
き

る
ま
で
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

楽
し
み
の
試
飲
が
20
種
類
位
あ
り
、

飲
み
放
題
な
の
で
皆
さ
ん
大
い
に

堪
能
し
た
よ
う
で
す
。
小
泉
酒
造

を
後
に
し
て
、
次
の
行
程
の
鋸
山

日
本
寺
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
の
大
仏
様
は
な
ん
と
鎌
倉

大
仏
様
（
約
12
m
）、
奈
良
の
大
仏

様
（
約
15m
）
よ
り
も
大
き
く
（
約

21
ｍ
）
総
高
31
ｍ
と
の
事
で
し
た
。

こ
の
見
学
も
時
間
が
な
く
山
頂
の

地
獄
覗
き
と
い
う
絶
壁
が
あ
る
の

で
す
が
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

そ
の
後
、
漁
師
料
理
「
た
て
や

ま
」
で
昼
食
を
と
り
、
磯
料
理
に

舌
鼓
う
ち
ま
し
た
。
満
足
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
道
の
駅
「
枇
杷
倶
楽

部
」
に
寄
り
そ
れ
ぞ
れ
お
土
産
を

購
入
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
ビ
ン
ゴ

大
会
に
な
り
、
ビ
ン
ゴ
に
な
る
た

び
皆
で
拍
手
を
し
、
お
め
で
と
う

の
大
声
で
盛
り
上
げ
て
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
大
き
な
事
故
も
、
集
合

時
間
に
遅
れ
る
人
も
な
く
、
無
事

に
帰
宅
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

（
実
行
委
員
長 

井
出 

竹
安
）

　

当
サ
ー
ク
ル
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
中
心
と
し

て
楽
し
く
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
を
モ
ッ

ト
ー
に
会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康

増
進
を
図
り
、
地
域
と
の
交
流
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
メ
ン
バ
ー
は
9
名
で
す
。

　

活
動
は
新
座
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
西
堀
コ
ー
ト
が
中
心
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
に
はLINE

に
て
予

約
確
定
後
に
連
絡
。
費
用
等
は
参

加
者
等
分
負
担
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
？            （
鈴
木
久
雄
）

秋
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
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発
行
〉
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
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タ
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〒
35
2-
00
23
埼
玉
県
新
座
市
堀
ノ
内
3-
4-
11

TE
L0
48
- 4
81
- 4
30
5

〈
企
画
編
集
〉 Ｓ
Ｃ
広
報
委
員
会
〈
編
集
人
〉大
島
直
次

記

後

集

編

理
事
会
報
告

第
6
回
（
9
月
3０
日
開
催
）

１
８
月
分
の
実
績
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

２
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
配
分
金

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
が
決
定
さ
れ
た
。

３
正
会
員
（
９
月
分
）
男
性
８

名
、
女
性
４
名
、
合
計
12
名

の
新
規
正
会
員
の
入
会
が
承

認
さ
れ
た
。

【
9
月
末
日
現
在
１
、６
５
３

名
】

第
7
回
（
1０
月
3０
日
開
催
）

１
９
月
分
の
実
績
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

２
役
員
の
利
益
相
反
取
引
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
た
。

３
正
会
員
（
10
月
分
）
男
性
４

名
、
女
性
９
名
、
合
計
13
名

の
新
規
正
会
員
の
入
会
が
承

認
さ
れ
た
。

【
10
月
末
日
現
在
１
、６
５
７

名
】

第
8
回
（
11
月
29
日
開
催
）

１
10
月
分
の
実
績
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

２
令
和
６
年
度
中
間
監
査
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。

３
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
へ
の
対
応

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

４
正
会
員
（
11
月
分
）
男
性
10

名
、
女
性
９
名
、
合
計
19
名

の
新
規
正
会
員
の
入
会
が
承

認
さ
れ
た
。

【
11
月
末
日
現
在
１
、６
７
１

名
】

　

地
区
活
動
は
セ
ン
タ
ー
事
業

運
営
に
於
い
て
高
齢
者
就
業
と

共
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
地
区
に
よ
っ
て
は

行
動
に
混
乱
が
生
じ
て
い
る
場

面
が
散
見
さ
れ
ま
す
の
で
、
改

め
て
運
営
基
準
（
内
規
）
を
掲

載
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

第
１
条
（
目
的
）「
自
主
的
・

主
体
的
な
組
織
活
動
を
担
う

基
礎
的
組
織
と
し
て
、
地

区
及
び
班
を
設
置
し
（
現

在
、
９
ブ
ロ
ッ
ク
、
28
地
区
、

１
１
７
班
）
会
員
相
互
の
連

帯
意
識
と
親
睦
を
基
調
に
セ

ン
タ
ー
事
業
の
円
滑
な
運
営

に
寄
与
す
る
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

第
3
条（
地
区
・
班
の
役
割
等
）

地
区
活
動
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
懇
話
会
の
開
催
、
社
会

奉
仕
活
動
の
展
開
、
セ
ン
タ

ー
情
報
の
伝
達
及
び
資
料
等

の
配
布
、
親
睦
会
事
業
へ
の

協
力
等
々
８
項
目
の
指
針
が

示
さ
れ
て
い
る
。

第
5
条
（
地
区
長
・
地
区
委
員

の
任
務
）
地
区
活
動
を
積
極

的
に
推
進
し
セ
ン
タ
ー
事
業

運
営
に
協
力
す
る
、
と
あ
り
、

地
区
長
・
地
区
委
員（
班
長
）

が
協
働
し
て
行
う
と
し
て
い

る
。

第
8
条
（
社
会
奉
仕
活
動
）
平

成
18
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
地

域
児
童
見
守
り
活
動
や
平
成

26
年
に
実
施
さ
れ
た
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
が
あ
り
、

地
区
単
独
で
行
う
場
合
や
学

校
、
町
内
会
等
近
隣
地
区
と

の
連
携
し
た
活
動
が
あ
り
、

現
在
で
は
毎
年
10
月
に
全
国

　

昨
年
は
災
害
が
多
く
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
日
も
早

い
復
興
と
皆
様
の
元
気
が
取
り

戻
せ
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
願
う

も
の
で
す
。

SC
が
一
斉
に
行
う
全
国
統
一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
繋
が

っ
て
い
る
。

（
内
規
の
抜
粋
・
要
約
）

【
表
紙
の
呟
き
】

　
「
最
寄
り
の
駅
シ
リ
ー
ズ
」
最

終
回
は
東
武
東
上
線
の
「
志
木

駅
」で
す
。「
志
木
」は「
志
楽
木
」

の
略
称
で
、朝
鮮
新
羅
（
し
ら
ぎ
）

の
国
名
か
ら
来
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

志
木
駅
は
大
正
３
年
５
月
１

日
に
開
設
さ
れ
、
今
年
で
１
１
２

年
を
迎
え
ま
す
。
４
年
前
の
南

口
周
辺
再
開
発
で
、
駅
前
は
大

き
く
変
貌
し
ま
し
た
。
開
設
前

の
駅
周
辺
は
放
置
さ
れ
た
自
転

車
で
大
変
な
様
相
で
し
た
が
、
ロ

ー
タ
リ
ー
の
下
に
地
下
駐
輪
場
が

で
き
、
今
は
整
然
と
し
た
街
並

み
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
で
は
数

少
な
い
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
が

あ
り
ま
す
。                （
館
）

地
区
活
動
の
ト
リ
セ
ツ

　
　
訃
　
　
報

山
口　

勝
美
様
（
81
歳
）

畑
中
１
丁
目

若
林　
　

聡
様
（
7０
歳
）

野
寺
２
丁
目

吉
田　

隆
三
様
（
74
歳
）

野
火
止
６
丁
目

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

世
界
規
模
の
酷
暑
で
農
作

物
も
不
作
が
続
き
、
日
本
で
は

「
令
和
の
米
騒
動
」
と
目
さ

れ
、「
闇
バ
イ
ト
」
な
る
怪
し

い
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
も
話
題

に
。
海
外
で
も
ス
ー
パ
ー
台

風
や
戦
争
が
続
き
、
世
界
中

が
、
地
球
が
一
体
ど
う
な
る
の

か
。
人
の
心
も
壊
れ
て
き
て
る

の
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
少
し
で
も
穏
や

か
な
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。
ゆ
う
ゆ
う
通
信
も
皆
様
か

ら
の
投
稿
や
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
調
管

理
に
気
を
つ
け
て
、
充
実
し
た

通
信
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。        （
小
泉
）


